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記

１．固定資産の減損に係る会計基準の早期適用について

２．業績予想の修正

（１）16年 3月期業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 16年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 11月 11日 発表）

305,000 18,000 12,000

今回修正予想(Ｂ) 313,200 19,500 6,800

増減額(Ｂ－Ａ) 8,200 1,500 △ 5,200

増減率 2.7 8.3 △ 43.3

前期（平成 15年 3月期）実績 306,483 16,677 3,492

（２）16年 3月期連結業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 16年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 11月 11日 発表）

485,000 24,000 13,000

今回修正予想(Ｂ) 484,000 25,000 7,000

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,000 1,000 △ 6,000

増減率 △ 0.2 4.2 △ 46.2

前期（平成 15年 3月期）実績 471,920 21,361 4,809

　　　　　　                     (コード番号4042 　東証第1部)

固定資産減損会計の早期適用及び業績予想の修正に関するお知らせ

　当社は平成16年4月15日開催の取締役会において、下記の通り「固定資産の減損に係る会計基準」を
平成16年3月期決算より早期適用することを決定いたしました。これに伴い、平成15年11月11日の中間
決算発表時に公表した業績予想を修正いたしますので、お知らせいたします。

　（注）営業利益　　　　　前回発表予想　18,000百万円 　 今回発表予想　18,200百万円

　（注）営業利益　　　　　前回発表予想　30,000百万円 　 今回発表予想　29,500百万円

　当社は、財務体質の一層の健全化を図るため、「固定資産の減損に係る会計基準」を早期適用するこ
とといたしました。これにより、遊休資産・賃貸資産等を中心に減損処理を行ない、単独で約96億円、
連結で約108億円の特別損失を計上する予定であります。



（３）理由

（単独）

（連結）

以上

　単独業績につきましては、旺盛な需要を背景として石油化学製品を中心に販売が好調であったため、
売上高・経常利益ともに前回発表予想を上回る見込みであります。しかしながら、当期純利益は、固定
資産減損会計の早期適用に伴い、減損損失を特別損失に計上するため、前回発表予想を大きく下回る見
込みとなりました。

　連結業績につきましては、当期純利益は、減損損失を特別損失に計上するため、単独業績と同様に前
回発表予想を大きく下回る見込みとなりました。


